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【目的】超分子化合物[2]RotaxaneはCrownether環と直鎖状構造が分子内連結し

た化合物であり､その2つの構造物は互いに分子内運動を行うことができる新規

化合物である｡その分子運動の特性から[2]Rotaxaneを細胞に導入した際､従来の

抗悪性腫癌薬に比べ細胞外-排出され難いという想定により､腫癌細胞の増殖を

著しく抑制する可能性が考えられる｡[2]Rotaxaneを構成するCrownether環や直

鎖構造単独では細胞死や増殖抑制が認められなかったことから､[2]Rotaxaneの分

子構造や分子内運動が各腫癌細胞に影響を及ぼしていると考え､ヒト悪性黒色腫

細胞株 G-361細胞を用いて[2]Rotaxane(TRO-AOOOl)による悪性腫癌の新規治療法

の可能性及びその作用機序について検討を行った｡

【実験方法】ヒト悪性黒色腫細胞株(G-361)に[2]Rotaxane(TRO-AOOOl)を投与しア

ポ トーシスシグナル伝達経路に関与している､XIAP､Survlvin､Livln､Baxのタ

ンパク発現量の変化をウェスタンブロット法で検討した｡さらに､アポトーシス

の検出にフローサイ トメトリー法を用いた｡

【結果】[2]Rotaxane投与群のXIAP､Survivin､Livinのタンパク発現量はcontrol

群に対して有意に減少し､Baxのタンパク発現量はcontrol群に対して有意に上昇

した｡また､フローサイ トメトリー法により[2]Rotaxane投与によるG-361細胞株

のアポ トーシスが確認された｡

【考察】[2]Rotaxaneはアポトーシスを引き起こすことにより抗腫癌効果を有する

ことが示唆された｡アポトーシスは炎症を伴わない細胞死であり､[2]Rotaxaneが

アポトーシスを誘導していることが確認されれば､比較的副作用が少ない抗がん

剤として使用できる可能性があると考えられる｡


